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C巻頭〕 東西両医学融合への道
東西両世界の接点にあるとは，国際社会における日本
のおかれておる位置であり，よって世界の平和に寄与す
ることがわが国に課せられた使命とされておるが，この
ことは医学の世界においてもまさに同様で、あろう。すな
わちわが国が東西両医学交流の場にあることを考える
時，長い歴史を持ちながら現代医学の世界から忘れられ
ておる東洋医学一一ここの言葉には多少疑義が有るが，
ここでは触れないー一一の再検討こそは，日本医学に課せ
られた任務であろう。独特な考え方と治療法を持った東
洋医学は，思えば人類文化の偉大な遺産ともいうべきも
のであるからである。
第 14世紀イタリア・ノレネッサンスにその端を発した
近代科学文明の異常な発達は，医学の分野にも驚くべき
進歩をもたらした。今日その精度は極限の世界にまで足
を踏み入れようとしておる。たとえば分子生物学のごと
く生命現象にまで挑戦しようとしておるのが現状であ
る。しかし科学それ自体のための知識の追及に主たる興
味と関心が向けられる場合，ややもすると人間性が軽視
される結果となり，それが時に大きな問題となることは
匂ここにいうまでもない。
ところで東洋医学は如何。要するに中国にあっては
西欧に見るごとき近代科学文明の誕生は見られなかっ
た。すなわち支那大陸は地理的に他民族から孤立してい
たことにもよるが，それのみとは考えられない。すなわ
ち陰陽説のごとき宇宙生成に関する自然哲学的な独特な
考え方は，儒教等の道徳的思想とあいまって，医学の面
にも大きな影響を与え，自然の法則にのっとり，あるい
は自然を尊重することを本旨として今日に至っておる。
総べでは中国の民族性の然らしめたところと理解され
る。従って東洋医学の考え方はきわめて実際的であり，
人間主義的であり，また直観的である。これを換言すれ
ば東洋医学の特徴は，個人の養生，保命を重視する点に
あり，要するに考え方が総合的であり，全体的であるゆ
えんがそこにある。しかしその反面には時代思想ともい
うべき陰陽説あるいは五行説の如きものにとらわれる欠
点があり，結果的には進歩の無いという東洋医学の後進
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性が指摘されるところである。
われわれ日本人は明治初年の医制発布によって，漢方
が医師免許の資格から除かれてこの方，東洋的な頭か
ら，一挙に西欧的な考え方に 180度の転換をなしとげた
と思われる。この点フランシスコ・ザピエノレが夙に指摘
したごとく，われわれ日本人の国民性によるものであろ
うか。それは西欧に見られた啓蒙主義に匹敵にするもの
と思われる。いずれにしてもわれわれの先達が多年にわ
たって祖述してきた束、洋医学が，わずか l世紀足らずの
聞に顧みることなく忘れられておることは，東洋文化の
ため考えてみればはなはだ残念なことである。
現在，東洋医学が日進月歩の現代医学と相容れぬごと
き印象を与えておることは周知のところである。しかし
医学そのものは本来一つであるべきである。すなわち病
に悩む者の苦痛を除かんとする医療の理念には東西両医
学に相違は無いはずである。
現代医学も万能ではない。幾多の盲点が有る。しかし
て東洋医学の全体的，総合的あるいは直観的考え方は原
始的であり，これに反して現代医学の分析的論理的考え
方は進歩したものであるとの見方にも問題はある。要は
対象の如何に関係する。場合によっては東洋医学的見方
の適する疾患も存在する。いわんや東洋医学にはその成
分あるいは作用のなお解明されていないとはいえ，有効
な多くの漢薬が有るにおいておやである。治療医学をも
って特長とする東洋医学には，必ずや現代医学に援用す
べき何物かが有るはずであり，東洋医学の特長，それは
漢薬の使用につきるともいえるからである。
思うに現在はあらゆる分野において変革の時代であ
る。東洋医学と特にことわること自体にも問題がある。
香川景樹の教訓ではないが，われわれはいたずらに古代
の文化とか遺産にあこがれではならない。それは人智進
歩説に逆行するものであるからである。しかし東洋医学
の考え方あるいは治療法の中から，その長所を見出し，
これを現代医学の中に取入れることは，わが日本医学に
課せられた任務ではなかろうか。これによって初めて東
西両医学融合への道は聞かれるであろう。
